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　以前のことになりますが、お盆休み中に、戦後70年余を経て
米国大統領が広島を訪問した際に、被ばくされた方の代表者
が、今後の核のない世界への訴えをオバマ氏との握手とともに
されていた特集番組を拝見しました。一方、最近の東アジア圏
に関連する国際情勢の変化が、どのような影響を持つのか、思
案するところでもあります。戦後、我が国が技術立国として世
界をリードし、平和の維持と社会の発展に貢献してきた背景に
は、先進技術へのキャッチアップもさることながら、我が国な
らではの極めて精度の高い職人技・伝統技術の継承と発展が

あったと拝察しており、その柱の一つが、産業機械や製品の部
材・部品の高精度製造を可能にした金型技術であろうかと思い
ます。
　今月号のグラフ記事は「意匠性向上に寄与するプラスチッ
ク金型用鋼」と題し、機能付与だけでなくデザインの観点から
の寄与に着目した技術内容を紹介しています。ヒューマンイン
ターフェースや製品形状の美しさが呼び起こす良きマインドや
ヒューマンリレーションへの期待を寄せる次第です。
 （Y. K.）
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自動研磨機 SCANDIMATIC 33305

試料埋め込み材料、アクセサリー

精密切断機 MINICUT 4000

ヨーロッパ伝統の重錘を使った昔ながらのシンプルにして堅牢な研磨機。
必要最低限の機能のみを搭載。それが経済的な価格を生み出しました。

SCANDIA社の消耗品は極めて高い評価をいただいております。
その代表作がSCANDIQUICKです。

その他各種有効な消耗品を用意してございます。

●φ200mmの研磨盤対応
●重錘はφ25mm、φ30mmの試料で3個、
　φ38mmの試料には2個一度に研磨可能
●研磨盤回転数は40～600rpm、1rpm毎に設定可能
●本体、PVC製研磨盤、バフを含めて定価100万円（税別）

●試料への密着性が高い常温硬化剤。硬化時間はわずか5分
●構成は粉末硬化剤と液体硬化剤。これを10:6の比率で混合

●低速で試料にストレスを与えず
●50～1,000rpmの広い範囲での設定可能
●切断位置はマイクロメーターで±0.01mmで設定可能
●ダイヤモンド、CBN、SIC製の切断刃を用意

期間限定キャンペーン中!!
研磨機・切断機

詳細はお問い合わせください。

http://www.fritsch.co.jp
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